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第1章 計画の目的と位置づけ
・本市の現状（インフラの老朽化、インフラ管理経費の増加、インフラの管理のための財源確保は困難）
・インフラ管理の目的 ： 市民の安全・安心を守り、市民生活を支え続ける
・マネジメントの方向性 ： インフラの管理のあり方を基本から見直す

適正かつ持続的にインフラを管理する方針を定める
管理経費の縮減方策を網羅的に示し、効果の見通しを試算する

第2章 社会基盤施設の現状と課題
・本市の地域特性・都市構造、人口、財政
・インフラの現状
（施設の特徴、管理数量、各施設の情報・データの管理状況、
管理経費の実績と将来経費の試算）

施設の状態に関する課題

管理経費に関する課題

組織や体制に関する課題

施設情報の管理に関する課題

￥

i

インフラの管理に関する課題

第3章 社会基盤施設マネジメントの基本方針

・マネジメントの基本方針
・基本施策策定のための5つの視点と3つの手法
・23の基本施策

安全・安心で魅力あるインフラの維持

継続的な財政負担軽減及び新たな財源の
確保への取組みとリスク評価による優先度
設定

市民・民間事業者・行政が一体となった
計画の推進

適切な情報管理に基づくインフラ管理

￥

i

基本方針

マネジメント計画の目標

①適切なインフラ管理の実施
②適切なサービスレベルの設定
③インフラ総量の抑制
④インフラ管理コストの圧縮、削減、平準化

第4章 施設別マネジメント計画
・施設管理の目標
・施設の管理方針
・主な施策の内容

第5章 将来経費の試算
・一般会計での効果と見通し
・下水道事業特別会計での効果と見通し
※仮定条件により試算。今後、結果が変わる可能性有。

第6章 計画の推進
・施設ごとの最適化とインフラ全体の最適化
・優先順位の設定方法
・計画の推進体制
（最高責任者、管理責任者、外部委員会、推進事務局の役割）

・4つのリーディングプロジェクト
・計画予定表

インフラ管理の意義と方向性

・「インフラ管理予算の制約」「インフラ管理経費が増大」
・インフラの管理に必要な人や予算が確保できなければ、現在のインフラを維持し続けることが困難

インフラマネジメントの目的

市民の安全・安心を守り、市民生活を支え続ける

・ＰＤＣＡサイクルによる継続的改善

マネジメント全体の検証と改善

個別施設の計画の検証と改善

検証

検証
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